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甲斐市議会 議会改革特別委員会 会議録 

 

 １．開 催 日 時    令和５年８月２８日 

 

 ２．招 集 場 所    甲斐市役所委員会室Ａ 

──────────────────────────────────────────── 

出席委員（９名） 

   委 員 長  長谷部   集 君    副委員長  清 水 和 弘 君 

         若 尾 彰 子 君          加 藤 敬 徳 君 

         秋 山 照 雄 君          滝 川 美 幸 君 

         小 澤 重 則 君          松 井   豊 君 

         内 藤 久 歳 君 

 

   議  長  赤 澤   厚 君 

 

欠席委員（なし） 

──────────────────────────────────────────── 

職務のために出席した者の職氏名 

議会事務局長 山 岡 広 司 書 記 森 田   公 

書 記 深 澤 隼 人   

 

内容 

１ 議会基本条例について（目次から第２章まで） 

２ その他 
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開会 午後 １時２９分 

 

○書記（森田 公君） ご参集大変お疲れさまです。 

  ただいまから議会改革特別委員会を始めさせていただきます。 

  初めに、委員長挨拶、長谷部委員長、よろしくお願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） 改めて、こんにちは。 

  大変暑い日が続いておりますけれども、ご参集誠にありがとうございます。 

  いよいよ本格的に議会基本条例の内容に踏み込んでまいります。前回申し上げたとおり、

順番に少しずつ進めていこうと思っておりますけれども、皆様方のご協力をいただきながら、

もっと早くでもいいんじゃないのとか、もうちょっとここはゆっくりというような、その都

度またご意見を賜りながら進めたいと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

  以上です。 

○書記（森田 公君） ありがとうございました。 

  続きまして、議長挨拶、赤澤議長、よろしくお願いいたします。 

○議長（赤澤 厚君） 改めまして、こんにちは。 

  大変猛暑厳しい中、ご参集ありがとうございます。 

  ただいま委員長報告のとおり、基本条例の内容等も入ってまいるわけですが、皆様方の慎

重なご意見等賜りまして、すばらしい条例ができますように、ご協力賜れたらなと思ってお

ります。 

  よろしくお願いします。 

  以上です。 

○書記（森田 公君） ありがとうございました。 

  それでは、議事の進行につきましては、長谷部委員長、よろしくお願いいたします。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

○委員長（長谷部 集君） ただいまの出席委員は９名であります。定足数に達しております

ので、これより議会改革特別委員会を開会いたします。 

  それでは、早速内容に入ります。 
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  内容の（１）議会基本条例についてを議題といたします。 

  こちらにつきましては、前回の委員会におきまして、章を区切って審議をすることとなっ

ておりましたので、今回は、目次から第２章までの内容についてをお願いしたいというふう

に思っております。 

  皆さんのお手元に配られている、このＡ３の縦の資料の一番右側を見ていただきまして、

ここが甲斐市の（案）という形になっております。この（案）の目次のところを見ていただ

きますと、目次、前文、第１章（第１条・第２条）、第２章が第３条から第６条というふう

に書いてありますので、先ほど申し上げました、本日は第２章までというのは、第６条まで

を審議をしようというふうに考えているところでございます。 

  事前に目を通していただいていると思いますので、順次進めていきたいというふうに思い

ます。 

  それでは、目次、附則から入ります。 

  委員より、何か内容につきましてありましたらお願いをしたいと思います。いかがでしょ

うか。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 目次については、他の市のやつを見たんだけれども、章が８章とか

10章とかあるんだけれども、この内容からいって、目次はこれでいいのかなと私は思いま

す。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） ありがとうございます。 

  目次については、これでよろしいという話も出ておりますけれども、いかがでしょうか。

よろしいですか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） 形的にはこれで進むと。この後、内容に踏み込んだ後に変わると

ころはまた振り返って目次のほうも訂正をしていくということになると思いますので、お願

いしたいと思います。 

  それでは、ここに書いてある、附則と書いてあるその下、「甲斐市議会は、」というとこ

ろから始まるこの前文の部分になりますけれども、委員より、何かありましたらお願いした

いと思います。 

  滝川委員。 
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○委員（滝川美幸君） 附則の上から４行目に「二元代表制の趣旨を踏まえ」というところが

あるんですけれども、そこが趣旨という言い方になって、例えば二元代表制の基本理念の下

とか、そういう言い回しというのはどうかなと思いました。 

  それから、あと１点、続けて言ってしまいますが、やはりＳＤＧｓを今世界中で必要とす

るわけですので、その中には、やはり持続可能という言葉を入れていったらどうかなと思う

んですね。 

  一番下のほうに、「公平公正で開かれた議会運営を実現することを決意し、持続可能な甲

斐市議会基本条例を制定する。」とか、そういうような言い回しで、ちょっとそういう言葉

も使ってはどうかなということは感じました。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 出た意見を一つずつ精査していきたいと思います。 

  まず初めに、二元代表制の趣旨という文言に対して、趣旨の部分を変更したらどうかとい

う意見が出ております。 

  私もちょっと気になってはいたんですけれども、一般的には原則みたいなところなのかな

と、私は理解をしているんですけれども、これについては何かご意見ありましたらお願いし

ます。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） 趣旨というのは、ちょっと甘い表現だなと思います。 

  今、僕もちょっと整理していないけれども、滝川さんの言うのも一理あると思います。 

○委員長（長谷部 集君） そのほかご意見ありますか。 

  若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） 私も、２段落目に関しましては、もう少し二元代表制ということを強

調したいなと感じています。 

  ほかの議会なんかを参考にしますと、「市議会は、市民から選挙で選ばれた議員で構成さ

れる議事機関であり、同じく選挙で選ばれた甲斐市長とともに地方自治における二元代表制

の維持を担っている」というように、首長と議員の２つがお互いに監視し合いながら地方自

治を行っているんだというところが、明確にもっと強調されていいのかなと思います。 

○委員長（長谷部 集君） ただいまの若尾委員の意見は、私のほうで要約すると、二元代表

制の中身についても少し具体的な説明を加える文章のほうがいいという、多分そういうこと

だと思いますけれども。 
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  そのほか、いかがでしょうか。 

  清水副委員長。 

○委員（清水和弘君） 私もその意見に賛成です。 

  もう少し踏み込んで書いて出したほうがいいかもしれません。どうでしょう。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか、いかがでしょうか。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 二元代表制ということに関して、後のほうで二元代表制の在り方とい

う部分を後でまた出てくるような気がするんですよね。これは前文だから、一応二元代表制

と、さっきの意見の中で、この趣旨は基本とかそういう部分でいいと思いますけれども。 

  二元代表制について、市民と市長の関係とか、そういうのって後で出てくるんじゃないか

な。事務局、どうですか。 

○委員長（長谷部 集君） 次のページの一番下のところに、（議会の活動原則）という第２

章第３条があるんですけれども、そこに「二元代表制の一翼を担い」という、「原則に基づ

いて」というようなことは、触れてはいるんですけれども、あまり具体的では示されていな

い感じが、私は感じますね。 

  先ほど若尾委員が言ったような、市長とともに選挙で選ばれた者同士がそれぞれの一翼を

担うという、それがまさに二元代表制ですので。 

  その次のページ、３ページ目の下の段の第４条、そこにも、先ほどは議会の原則だったん

ですけれども、こっちは議員の原則ということでいくと、「二元代表制の一翼を担う議会の

一員であることを自覚し、」という、これは議員向けですね。議員が自らに言う内容として

自らが一翼を担うという文章がありますけれども、前文に関しては、この条例の基本的な考

え方を広く周知をするという意味合いもあるので、この３ページともまたちょっと違うかな

という感じはします。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） 一番肝心なところなので、ここで全部言葉を決めることはないから。

最後までやりながら、このへんのところも振り返ってやったらどうかなと思います。 

○委員長（長谷部 集君） 小澤委員。 

○委員（小澤重則君） 今の意見ですが、振り返りながらやるのはいいんですが、一応ある程

度たたき台をつくっていったほうがいいと思います。 

○委員長（長谷部 集君） 清水副委員長。 
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○委員（清水和弘君） 私は、この附則は本文とは違うわけですから、その都度、例えば、そ

のときの事象を捉えて整理していけばいいと思います。 

  例えば、何年かに一度は、このへんの附則というのは、時代の事象変動でいろいろ変わっ

てくると思いますよ。ただし、今のここの部分については、そんなに具体的に変更すること

はないと思いますけれども、全体的には、附則というのはそんなものかなと思っていますの

で、そんなふうに取り計っていただければいいかなと思っています。 

○委員長（長谷部 集君） 松井委員。 

○委員（松井 豊君） ちょっとまだ全部読み込んでいないけれども、附則というのを最初に

持ってくるというこの形式は、どうなんでしょうかね… 

○委員長（長谷部 集君） これ、附則じゃないんです。前文です。そこに書いてある附則と

いうのは、目次の前文から第１章、第10章までいって、最後に附則になっているという、

目次の最後です、そこに書いてある附則というのは。そこから下は、前文の本文に入ってく

るというふうにご理解いただければと。 

○委員（松井 豊君） これ、前文という理解で。 

○委員長（長谷部 集君） そうですね。 

  若尾委員、もしよければ、先ほどのをもう少し具体的に文章化で、もう一度言っていただ

けると事務局のほうも聞き取りやすいと思うので、いかがでしょうか。 

○委員（若尾彰子君） 甲斐市で言ってよろしいいでしょうか。 

  甲斐市議会は、市民から選挙で選ばれた議員により構成される議事機関であり、同じく選

挙で選ばれた甲斐市長とともに、地方自治における二元代表制の一翼を担っている。 

○委員長（長谷部 集君） という文章がどうかという提案になります。これは、ここの今の

案の中だと、「市長と議会の議員は」からが変更になるということですか。 

○委員（若尾彰子君） はい、そうですね。２段落目、段落で言うと４行目から６行目までが

…。 

○委員長（長谷部 集君） という提案でございます。これについていかがでしょうか。 

  滝川委員。 

○委員（滝川美幸君） そのほうが非常に分かりやすいなと思います。良いんじゃないかと思

います。 

○委員長（長谷部 集君） よろしいですか。 

  これで決定ということではないんですけれども、今の段階ではこの形で進めようと。また、



－7－ 

先に進めるうちにまた、松井委員の話じゃないですけれども、振り返ってということもある

かもしれないですけれども、ここのところはこれで進めるということで。 

  事務局は大丈夫ですか。 

○委員長（長谷部 集君） ありがとうございます。お願いします。 

  それともう１点、滝川委員から最初出たのが、ＳＤＧｓ持続可能という表現をもう少し出

したほうがいいんじゃないかということですけれども、具体的には、文章でこんな感じとい

うような提案がもしあったら、お願いをしたいと…。 

  滝川委員。 

○委員（滝川美幸君） この最後のところで、「公平公正で開かれた議会運営を実現すること

を決意し、持続可能な甲斐市議会基本条例を制定する」とか、簡単に直すのであればそのへ

んに持続可能という言葉を入れたほうが、今の時代に合っているのかなという感じがします。 

○委員長（長谷部 集君） 持続可能なという文言を追加するという、そういう提案でござい

ます。いかがでしょうか。 

  加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） ここは、取りあえず総則というか、この条例全体を多分まとめたもの

を書くところだと思うんですよ。なので、中身がしっかりと決まった後に、その中身を総合

して、こういう内容だということを書くべきじゃないかと思うので、細かいことは、そうい

う個々のあれを決めてから決めればいいんじゃないでしょうか、ここについては。 

○委員長（長谷部 集君） そういうご意見が出ております。 

  私の感覚だと、加藤委員がおっしゃった総則というのは、次のページの第１章の目的とい

うところが恐らくそこになるのかなというふうに思っておりまして、今、議している前文に

関しては、基本的な甲斐市議会の考え方をまず決めて、それに向かって内容を詰めていくと

いう順番だと私は思っているので、ちょっと加藤委員の意見とは違うのかもしれないですけ

れども、意見が出ることに関しては、今、ここで一度受けてしまいたいなというふうに思っ

ております。 

  申し訳ありません、戻りますけれども、持続可能なという文言を入れたらどうかという提

案に対しては、皆さんのご意見はいかがでしょうか。 

  若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） 「持続可能な」は、今まさにＳＤＧｓのところで取り組んでいかなけ

ればならないところであるんですけれども、前文にＳＤＧｓの精神、持続可能性という文言



－8－ 

を入れるのであれば、その後ろのほうで、各章、どこに該当するのか、またちょっと審議の

上なんですけれども、どこかで持続可能な内容、例えば、この議会基本条例で言うんだった

ら何年ごとに改定してよりよいものを目指していくというような条を設けるなり入れるとい

うようにしていかないと、前文にただ入れただけになってしまう。そういった後ろのほうで

の審議が必要になるのかなと思います。考え方としては、確かに持続可能性という考え方は、

この中に入っていていいと思います。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか、いかがでしょうか。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 持続可能という言葉が出てきたんだけれども、持続可能という言葉そ

のものが広い範囲でいろいろ使われているので、持続可能という文言の根本的な趣旨、その

へんもやっぱりちょっと我々も勉強不足であれなんだけれども、文言を入れるんであれば、

どういう意味合いの言葉かということを何となく分かっているみたいなんだけれども、その

へんのところが分からないので、その言葉をちょっと事務局、調べてくれる、持続可能とい

う意味合いを。 

○委員長（長谷部 集君） 今じゃなくていいですよね。 

○委員（内藤久歳君） こういう形にするとなかなか難しいんだよね。 

○委員長（長谷部 集君） そうしましたら、今の段階では、そういう表現を入れるかどうか

は取りあえずちょっと横に置かせていただいて、先ほどの若尾委員の意見のように、今後の

第１章以降の中で、そういう持続可能的な内容があるかどうかを判断した上でまた戻ってく

ると。先ほど加藤委員が言ったように、先の内容にもよるということもありますので、今の

段階では、そういうご意見を皆さんから伺ったので、今後の中でそのことを頭に起きながら

進めていくということで、今の段階では決定はまだしないということで、進めてよろしいで

すか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） 前文に関してそのほか、何かご意見がありましたらお願いします。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 決意というか、甲斐市議会、一番下のところね。「甲斐市議会基本条

例を制定する。」とあるんだけれども、「決意し、ここに」という言葉を入れたらどうかな

と思っています。 

○委員長（長谷部 集君） ここに。 
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○委員（内藤久歳君） 一番下のところ。 

○委員長（長谷部 集君） 「決意し、ここに甲斐市議会基本条例を制定する。」という、

「ここに」という文言を入れるというご提案でございます。いかがでしょうか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） めくっていただきまして、一番左側の「飯山市議会は、ここに」

と最後の段落の頭に「ここに、飯山市議会は、二元代表制のもと」という「ここに」という

のが入っております。強調する表現ということでね。 

  いかがでしょうか。いい、悪い、あるいはどっちでもいい、何かご意見をお願いします。 

  小澤委員。 

○委員（小澤重則君） 良いんじゃないですか。 

○委員長（長谷部 集君） 入れたほうがいいというご意見をいただきました。 

  よろしいですか。 

  今のところ、入れたほうがいいんじゃないかというご意見が多く、うなずいている方も多

いようですので、「ここに」という形で、「決意し、」の後ろ、「ここに甲斐市議会基本条

例を制定する。」と。 

〔「それでお願いをします」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） そのほか、前文で何かありましたらお願いします。 

  よろしいですか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） ないようですので、ここで前文のほうは終わらせていただいて、

めくっていただいて第１章総則、（目的）というところに入りたいと思います。 

  第１章第１条、第２条について、何かご意見がありましたらお願いします。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） 第１条の１行目の「地方自治の本旨に基づき、」とあるんだけれども、

地方自治の本旨というのは、住民自治と団体自治の２つの柱があるということは理解してい

るけれども、そういう理解でいいのかな。 

○委員長（長谷部 集君） そういう理解でよろしいんでしょうかというのは、質問というこ

とでしょうか。 

〔発言する者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） どういうふうにしたいかというようなご意見をいただけるとあり
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がたいです。 

○委員（松井 豊君） 本旨というのは、一まとめにするとちょっと曖昧な部分があるんです

よ。 

  僕らが県に勤めたときに教わったのは、住民自治と団体自治の２つの柱をまとめて地方自

治の本旨と呼んでいるというふうに話をされたので、そういう理解だと思うんですが、念の

ため…。 

○委員長（長谷部 集君） それについて、いかがでしょうか。 

  松井委員は、これを本旨じゃなくて違う言葉のほうがいいということですか。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） そこまでは言っていないが、そういう理解で良いかどうかという事。 

○委員長（長谷部 集君） 一般的に本旨という言葉を使うとすれば、地方自治の全てをここ

には書ききれないので、「本旨」という二文字で、地方自治の内容をここに入れるという、

そういう意味だというふうに思うんです。なので、この本旨という言葉が何を置き換えてい

るかということは、地方自治の読み取り方も人それぞれという部分も必ずしもないわけでは

ないので、それが松井委員の言っている本旨と同じかどうかということは、多分皆さんも答

えられないのではないかなというふうに私は思います。 

  いずれにしても、ここで言う地方自治の本旨というのは地方自治の内容の本旨ということ

だというふうに私は理解をしております。 

  加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） 例えば、いろんな語句を使ってはいるんですけれども、ほかのよその

条例から持ってきているので。例えば、今の松井委員の指摘のように、一つの語句で幾つも

意味が取れるような語句だとすれば、やっぱりはっきりそこは定めたほうがいいかと思うし、

ここでは何を言いたいのかというところをもうちょっとはっきりさせないと、この語句も曖

昧になってくると思うので。 

  取りあえずちょっとこっちでもいいとは思うんですけれども、この中身をよく審議した上

で決めるほうがいいんじゃないかと思います。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか、何かご意見ありましたらお願いします。 

  小澤委員。 

○委員（小澤重則君） 「基本自治の本旨に基づき」でいいと思いますよ。それほど追究する

必要はないと思います。 
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○委員長（長谷部 集君） ありがとうございます。 

  そのほか、いかがでしょうか。 

  滝川委員。 

○委員（滝川美幸君） ３行目の「その他議会に関する」というところの「その他」という言

葉を使っているんですけれども…。 

○委員長（長谷部 集君） 第１条の３行目。 

○委員（滝川美幸君） 第１条の３行目。上から３行目、「その他」のところですね。「議会

及び議員の活動原則その他議会に関する」という「その他議会に関する」なんですけれども、

その他という言葉は、あまりちょっとほかのところはよく使っていないような気がするんで

すけれども。 

  条例なんかをつくるときに、その他って非常に曖昧で、その他をつけるといろんな、広が

ってしまう場合もあるので、こういうところでその他という使い方もどういうものかなとい

うことは感じています。 

○委員長（長谷部 集君） そういうご意見が出ておりますけれども、いかがでしょうか。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） これはほかのところもそうなんだけれども、文の中で「市長等」とか

「指示等」とか、「等」という言葉が結構入っているんですよ、ほかのところで。というこ

とは、この中にある程度幅広い目的を持たせるという意味で「等」とか、そういう表現をし

ているんじゃないかなと思うんですよね。 

  だから、本当は市長と議長という二元代表制の一番頭でそういうようにするんだけれども、

そういう面で行政運営上、例えば執行部が所管があって、その範囲の中で自治を執行してい

くと、わけ。だから、そういう、市長がやるんだけれども、そういうのも含めて「等」とい

う、執行側が。議会においても、やっぱり議長がいて常任委員会があって、各議員が流れの

中で議会をやっていくということを考えると、「等」ということを含めて、このものも何か

必要な部分かなとは思います、ちょっと幅を持たせるというふうにおいては。 

○委員長（長谷部 集君） 滝川委員が言うように、やっぱりアバウトにしてはいけない部分

ももちろん条例だからあるとは思いますし、内藤委員が言うように、基本条例なので幅を持

たせたほうがいいという、そういう意味合いもあるというふうに、私も両方とも正しいとい

うふうに思います。 

  そうすると、じゃあどうすればいいのかという話になった場合に、曖昧な表現をすること
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によって、不測の事態が生じるということが一番心配をされるわけですけれども、それが大

丈夫だろうということであれば、幅を持たせた言い方でもいいのかなと。そこが着地点にな

ってきてもいいかなというふうに思いますけれども、いかがでしょうか。 

  清水副委員長。 

○委員（清水和弘君） 私は、やはり幅を持たせておいたほうがいいと思います。そして、事

案が起きたときには、またそれはそれで、特別委員会の中ですればいいのかなというふうに

思います。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） ここの、総則の「その他議会に関する」というところは、私もある程

度幅を持たせていいと思います。今ここで、その他全てのことを規定することも不可能です

し、また清水委員がおっしゃったように、何かあったときにまた個別に対応して、その後条

例を改正するなりの対応を取っていくのがいいかと思います。 

  「本旨に基づき」というところは、私は、「地方自治の本旨に基づき」だとか「地方自治

の趣旨に基づき」とか、そういったこの表現でも特に差し支えはないかなというふうに解釈

しております。 

○委員長（長谷部 集君） 今のところの皆さんのご意見はありましたけれども、このまま訂

正がなく、このままでよいのじゃないかというご意見が多いように感じますけれども…若尾

委員。 

○委員（若尾彰子君） すみません。１条の内容についてはいいんですけれども、ただ、少し

個別というか個人的なことかもしれないんですが、こういった条例や法律の一文というのが

かなり長くて、なかなか読みづらいなというのは常々私は感じているところで、できれば一

つの文章をもうちょっと短く、より多くの人が分かりやすい文章にしたほうが、基本条例と

しても今後広く活用できるんじゃないのかなとは思いますが、そのあたり、これまでの慣習

なんかもありますので、皆さんのご意見を伺いたいところではありますが、いかがでしょう

か。 

○委員長（長谷部 集君） 若尾委員のご意見は、第１章とかにかかわらず、全体に対して、

もう少し理解がしやすい文章にするという意味合いで、文節をもう少し区切って短い文章に

努めたほうがよいのじゃないかというご意見でございます。いかがでしょうか。 

  小澤委員。 
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○委員（小澤重則君） 私も、甲斐市のこの実例については、大体目を通してみたんですが、

私はちょうどいいような気がするんです。 

○委員長（長谷部 集君） 今の状況がちょうどいい。 

○委員（小澤重則君） くどくもなく、文言を多少ちょっと変えたほうがいいなというところ

があるかもしれませんが、一応いいような気がします、私は。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 目的とかそういうものに関して、栗山町議会、一番最初の北海道の、

制定したんだけれども、ここを見てみるとこれだけ書いてあるね。これ、見たら嫌になっち

ゃうね。 

  ということは、簡潔にやるということが発信する文章で一番大事なことだとは思うけれど

も、ただそういう中で、訴えなければならないことというのはあると思うんですよね。だか

ら、そのへんのところの必要性をやっぱり吟味しながらまとめていくということが必要じゃ

ないかなと思うので。長ければいいものでもないし、短ければいいものでもないと思います。

だから、そのへんのところをバランスのいい文言という形で進めていったほうがいいと思う

よね。 

○委員長（長谷部 集君） 分かりました。 

  そうしましたら、今後の一文一文を精査する中で、ここはちょっと長すぎるんじゃないか

という、その都度また皆さんからご指摘をいただきながら進めるということでよろしいです

か。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） そのほか、第１章の中で何かありましたらお願いします。 

  １点、私のほうから皆さんにちょっと考えていただきたいのが、第２条（議会の使命）と

いうところなんですけれども、これに関しては、左側を見ていただくと分かるんですけれど

も、飯山と栗山の、長野と北海道では入っていなくて、これは山梨県の笛吹市に第２条の議

会の使命というのがあったので、それを参考にして甲斐市の案に入れているわけなんです。

その形がほかとはちょっと違うのを、笛吹にまねをしているということになっていますけれ

ども、そのへんはいかがでしょうか。 

  若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） この議会の使命というところなんですけれども、内容としては、議会
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の基本的な理念だったりだとか基本方針ということなのかなとは解釈しているんですが、何

か議会の使命というのを基本理念や基本方針だとかにしたほうが、しっかりとしているのか

なというような印象を受けました。 

  ほかの県外のを参考にさせてもらった基本条例ですと、使命というよりも基本理念だとか

そういう表現を使っているので、内容としてはこのままではいいとして、使命ではなくて基

本理念だとかのほうがいいのかなと思います。 

○委員長（長谷部 集君） そういうご意見も出ております。 

  ほかはいかがでしょうか。 

  内容的には、次にやる第２章の議会と議員の原則というところのを何となく集約して、議

会の使命という別項目でここに立てているというように私は感じたんですけれども。必要か

どうかという部分も私の中ではちょっと悩んでいる部分もありまして、何か皆さんの中で感

じたことがあったら教えていただきたいなと思います。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） 基本的にはこれでいいと思いますが、表現をどうするか、ちょっとま

たあれですが、一応、２条については、書いてあるので、これでいいと思います。 

○委員長（長谷部 集君） 議会の使命のままで、この文章のままでよろしいと… 

○委員（松井 豊君） 差し支えないかなとは思いますが。 

○委員長（長谷部 集君） 小澤委員。 

○委員（小澤重則君） 私も差し支えはないと思うんですが。要らないと言えば要らないよう

な気がするんですよね。どうでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） この使命という言葉は結構重いと思うんですよ。やっぱりこういう表

現をすることによって、やる気度とか議会の在り方とか、そういうものが強く感じる部分も

あるし、使命という文言もそのものが。だから、私は使命という文言を置いておいてもいい

のかなと思いますね。 

○委員長（長谷部 集君） 恐らく今、内藤委員がおっしゃったように、この笛吹市議会では、

自分たちへの足かせとして、力強い表現でここにあえてつけたかというふうに思うんですよ

ね。そういうふうに皆さんが思うかどうかということなんですが、内藤委員はこのままでも。

このままでもよろしいんじゃないかという意見が今多数を占めておりますので、このままで

もいいかなと思いますけれども。 
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  ほかにご意見あったら、どうですか。 

  加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） 確かに文章としてはいいかもしれませんけれども、本当に私たち議員

がこういうふうに、これが必要と思うかというところを考えたほうがいいんじゃないかと思

います。であれば、下の、次に同じ内容が書いてあるんであれば、そこをまとめた条文に変

えてもいいような気がします。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 加藤委員とすれば、どっちのほうがよろしいということですか。 

○委員（加藤敬徳君） 内容がダブるのであれば、特につける必要はないかなと思います。 

○委員長（長谷部 集君） 実際には、ダブっているように見受けられるんですけれども、ダ

ブっているものをあえて別項目で出すというのは、それだけ思いを強くするという意味でや

っているんだと思うんですよ。その必要があるかどうかということになってきています。 

  加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） 結局、それは私たち議員の思いなので、そういう思いでやるのかとい

うことはあれですか、それがあるんであれば必要だし、ないんであれば特に設ける必要はな

いんじゃないですか。 

○委員長（長谷部 集君） 加藤委員とすると、こういうのは別になくてもいいということで

すね。 

〔発言する者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） それでも、ここの皆さんで決めなきゃいけないものですから、そ

れぞれの個人の意見をどんどん言っていただいて。遠慮なく言っていただいて大丈夫なので。

皆さんというよりも、私は別に必要ないとかあるとかと、遠慮なく言っていただいていいか

なと、そういうふうに考えております。 

  清水副委員長。 

○委員（清水和弘君） 私は、この議会の使命ということで、ここで取り上げてありますけれ

ども、もし、ここを残すとすれば、個人的に私はですよ、議員の倫理というものをこの項目

の中に入れておいたほうがいいと思います。議会イコール議員、そうでなかったら要らない。

議会を表現するのであれば… 

○委員長（長谷部 集君） この文章の中に、倫理的な項目を具体的に明示するという… 

○委員（清水和弘君） ここの第２条にね。議会、それと議員の倫理。 
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○委員長（長谷部 集君） 入れたほうがよいと。で、このままだったらなくてもいいと。そ

ういうご意見も出ております。 

  いいですよ、思ったことを言ってください。 

  小澤委員。 

○委員（小澤重則君） では、副委員長の、議会及び議員の使命という形にしたいということ

ですか。 

○委員（清水和弘君） そこを含めて、要はそういうことです。 

○委員長（長谷部 集君） 議会及び議員の使命、「議員」を入れるということ。 

○委員（小澤重則君） ということですか。 

○委員（清水和弘君） 倫理です。「の倫理」という形。 

○委員長（長谷部 集君） もしそれがよろしければ、副委員長の、もうちょっと具体的な文

章で言っていただけると、皆さんもうちょっと分かりやすいから。 

○委員（清水和弘君） 甲府の前文の中に入っている… 

○委員長（長谷部 集君） 甲府。甲府の、私、やります。 

○委員（清水和弘君） 前文の…。 

○委員長（長谷部 集君） 甲府のは、皆さん持っていないですかね。 

  ちょっと暫時休憩いたします。 

 

休憩 午後 ２時０９分 

 

再開 午後 ２時１１分 

 

○委員長（長谷部 集君） 再開をいたします。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） いろいろな意見があるからあれなんですが、やっぱり選ばれて出てき

たということだから、それなりの使命というのはやっぱりお互い自覚しているわけだから、

やっぱりこの使命という表現で僕はいいと思います。 

○委員長（長谷部 集君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 今の件に関連することなんだけれども、自分たちの思いをやっぱりこ

こに表現するわけだから、やっぱり使命ということは重いと思うんだよね。それによってや
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っぱり自分を奮い立たせるというか、これだけのことを、責任をしょっているんだよという

意味合いの中で、こういう表現をすることによって重みも出てくるし、それぞれが責任を持

つという自覚を促す言葉として必要じゃないかなと私は思いますけれどもね。 

○委員長（長谷部 集君） 滝川委員。 

○委員（滝川美幸君） 分かりやすいという意味では、どなたが読んでも分かるという意味で

は、このままでいいのかなというふうに思います。 

○委員長（長谷部 集君） 大方の皆さんの意見がこのままでということですので、あえて

「議会の使命」という強い表現のまま進めるということと、清水副委員長が言った倫理規定

に関しては、甲斐市議会の倫理規定というものを、今後またつくっていく必要もあろうかと

思いますので、これはまた改革の中で話すのか、あるいは議会運営委員会なのかは別として、

ここに議長もおられますので、今後その件については別件として進めていく、その結果倫理

規定というのものができた暁には、その後またこの条例の中にそれをうたい込んでいくとい

うような流れでいいかなと思いますけれども、よろしいでしょうか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） ありがとうございます。 

  そうしましたら、第１章第１条、第２条については、このぐらいでよろしいですか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） よろしいようでしたら次に、第２章ですね。第３条、第４条、さ

らにめくって第５条、第６条までですね。ちょっと長いですけれども、その中でご意見あり

ましたらお願いいたします。 

  若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） ちょっと３条か４条か判断しかねる部分があるんですけれども、議決

に対する責任というような箇所を設けてもいいのかなというふうに思いました。 

  参考にさせていただいたいろんなところの基本条例では、「議決に対して責任を深く認識

して、議決の内容に対して、市民に対して分かりやすく説明すること」というのも活動の原

則にのせているところもありまして、それは確かになるほどなとうなずける部分もありまし

たので、甲斐市の基本条例にもそういった文言を、３条か４条かはあれですけれども、また

のせてもいいのかなというふうに考えました。 

○委員長（長谷部 集君） 恐らく第４条のほうの（議員の原則）だと私は思うんですけれど

も、そういうご意見が出ておりますけれども、いかがでしょうか。確かに、議決というのは
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最も議員に与えられた権利の中で重い部分でありますので、それを挙げるというのは、私も

いいかなというふうに思いますけれども、皆さん、いかがでしょうか。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 私は入れた方がいいと思うんですよ、やっぱり。 

○委員長（長谷部 集君） 入れたほうがよいという賛成のご意見が出ております。ほかの皆

さん、いかがでしょうか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） いかがでしょうか。 

  滝川委員。 

○委員（滝川美幸君） 大事なことなので、ぜひ、そのところはご一考いただければと思いま

す。 

○委員長（長谷部 集君） 入れたほうがよいので、検討したほうがよいということで。 

○委員（滝川美幸君） はい。 

○委員長（長谷部 集君） はい。ありがとうございます。 

  そのほか、いかがでしょうか。 

  必要だとか、必要じゃないとか言っていただければ。先ほども言ったように、個人的なご

意見で構いませんので。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） ご意見がないということはどっちでもいいという、賛成…。 

  清水副委員長。 

○委員（清水和弘君） 私は入れたほうがいいと思います。 

○委員長（長谷部 集君） 入れたほうが。はい、ありがとうございます。 

  何となく感じていると思いますけれども、３人ぐらい賛成してきたら先に進めるというよ

うな形で私やっていますので。意見がないとなかなか先に進められないものですから、よろ

しくお願いしたいと思います。 

  入れたほうがよいという意見が多いようですので、具体的な内容については、今本当に出

たばかりの内容なので、もし皆さんのご了解をいただけるようであれば、提案いただいた若

尾委員と事務局のほうで案をまたつくっていただいて、次回また、それを皆さんに見ていた

だけるというような。私はそう思うんですけれども、その部分、いかがでしょうかね。議決

権というのは議会というよりも議員個人個人に与えられているものだというふうに思います
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ので。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 何条になるの。 

○委員長（長谷部 集君） 第４条ですね。ここでいうと３ページ目の下段ですね。 

○委員（内藤久歳君） 議員ってあるから、４条だね。 

○委員長（長谷部 集君） はい。この４条が（１）から（４）まで今ありますけれども、そ

の中の… 

○委員（内藤久歳君） ここに、４条で「責務を遵守し」とあるから、４条にその責任につい

て説明をするというような文言を入れればいいんじゃない。 

○委員長（長谷部 集君） 議決についての責任の文章が入ると。よろしいですか。 

  山岡局長。 

○議会事務局長（山岡広司君） 第４条になるんですが、（１）と（４）を見ると、内容的に

似ているんですよね。「市民の多様な意見の把握に努め、」と、（４）の２行目に「自己の

能力を高める」と、ここがあるんですね。（１）と（４）は、くっつけることができると思

うんですよ。議員の活動の原則で、（２）（３）（４）が「議員は、」から始まっています

ので、（１）も「議員は、」から始まって、「市民の多様な意見の把握に努め、市政に反映

させるよう、」で下へ行って、（４）の「ように、自己の能力を高め、不断の研鑽や資質向

上に努めることにより、市政の立案及び提言を行うこと。」みたいな、こういうふうに

（１）と（４）をくっつけるのかな。で、先ほど言った議決について、例えば（４）に入れ

るとか、そういった形にいってもいいのかなとは思いました。すみません。 

○委員長（長谷部 集君） ご意見いただきました。 

  局長の意見は、恐らく（５）をつくらずに、この（４）の中でまとめるんであれば、

（１）と（４）をまとめて一つにしてしまってと、そういうご意見だと思いますけれども。 

  （５）を新たに追加しても、それは問題はないんですね。それでも大丈夫です。 

  若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） （１）と（４）は確かに重複する部分があるので、これをくっつける

のはいいと思います。ただ、「市民の代表としてふさわしい行動をとるもの」というところ

は、何か残しておいたほうがいいのかなとも思います。 

○委員長（長谷部 集君） 私の見解だと、両方とも似ていて重複している部分はあるんです

けれども、（１）のほうは、政策立案をするということをまず言いたいんだと思うんです。
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（４）のほうは、法令遵守とかの倫理の部分を多分言いたいのかなと。それが同じような文

章になっちゃっているから、重複している部分が出てきているんだと思うんですよね。 

  それを、先ほどの局長のご意見のように、一緒にすることももちろんできるんですけれど

も、別にすることも可能だし、もう少し表現を変えるということも大丈夫だと思います。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） まとめるんであれば、要するに、政策立案のところの条文だと思うん

だよね。あと、下の４番のほうは、自己研鑽とか個人の部分だよね。政策的な部分と個人の

部分があって、その部分を一つにまとめて（１）にして、（４）にその議会のそれを入れる

という形で。目的のところ、結構文言がかぶっている部分があるので、言おうとしているの

はそういうことなんだよね。（１）は政策ということ、（４）は個人のことを言っているよ

うな、自己研鑽に励めと言っているので、それをくっつけちゃって、内容を、そうして

（１）に入れて、（４）にさっき言われた「議決の責任に」ということをやればすっきりし

ていいのかなと。局長の言った内容になると思うんだけれども、そんなことでまとめればい

いかなと思います。 

○委員長（長谷部 集君） （１）と（４）をまとめて一つにし、（４）に先ほどの議決に関

する責任の部分をのせていくというご意見ですけれども、よろしいですか。もし、問題ない

ようだったら、その形で進めていこうと思います。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） ありがとうございます。 

  滝川委員。 

○委員（滝川美幸君） 個人のものと議会としてすることで（１）というので分かるというの

であれば、はっきり分かるには、（１）と（４）はこういう形で残しても構わないと思いま

すが、（１）のところに、やはり突然「市民の多様な」に入っているので、ここは「議員

が」を入れる必要があると思いますし。 

  私たち個人の、議員に課せられたものであるということと、全体的なものであるんだ、違

いがあるのであれば、私は今のこの形で分けていても構わなくて、先ほどの議決の件は

（５）として入れるとか、そのほうが分かりやすいのかなと思いますけれどもね。 

○委員長（長谷部 集君） すみません。先ほどちょっと、ちゃんと説明を私しなかったんで

すけれども、今やっている第４条というのは、議員個人のことです。１番も２番も３番も４

番も全部個人のことで、全体の議会については、第３条のほうの「議会は、」というところ
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になりますので、今の第４条については、全部個人のことになります。 

  ただ、先ほどの内藤委員が言ったのは、１番は、個人なんだけれども政策立案のこと、４

番については、自己研鑽とか法令遵守とか、倫理のことと、そういう内容。両方とも議員個

人についてということであります。 

  小澤委員。 

○委員（小澤重則君） ちょっとやってみて…。 

○委員長（長谷部 集君） じゃあ、ちょっとそんな形で直して、また次回ご提案をするとい

うことで進めますね、よろしいですか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） ありがとうございます。 

  そのほか、第３条、４条、めくっていただいて第５条、６条についても今、やっていると

ころであります。 

  第５条は、（議員間討議の充実）ですね。これは、議会改革の中では必ず取り沙汰される

内容ですけれども、議員同士の議論ですね。議員対当局というのは、質問戦が常に委員会で

も議会でもされるところなんですけれども、議員同士の討議というのは、なかなか議会では

進まないので、これをするべきだということで、改革の中では必ずこれが取り沙汰される内

容になっています。 

  そして、第６条は（会派）ですね。会派についての記述というか、ということになります

けれども。 

  第６条まで併せてやっておりますので、ご意見ありましたらお願いします。 

  加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） 会派のところなんですけれども、これは必ず会派をつくる場合という

ことなんですが、今期は会派に属さない議員も出てられることで、そういった方たちの扱い

とかというのもちょっと考えたほうがいいのではないかと思いますけれども。 

○委員長（長谷部 集君） 今、この文章の中では、「会派を結成することができる」または

「会派を結成する場合には」という内容になっております。会派に所属しない場合というこ

とに対する記述がないということですので、これを何か記述したほうがいいんじゃないかと

いうご意見でございます。 

  いかがでしょうか。 

  滝川委員。 
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○委員（滝川美幸君） 今の、加藤委員が発言してくださったように、甲府市なんかも会派を

持たない議員さんのこともしっかりと発言の自由というものを取り上げているところもあり

ますので、甲斐市でも今回条例をつくるのであれば、やはりそこのところを何らかの形で入

れていく必要があると思いますので、ぜひ検討していただきたいと思います。 

○委員長（長谷部 集君） 加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） もちろんそのとおりですね。 

  条文にのせるというよりは、その問題をどうするか話し合ったほうがいいかと思うので。

その結果をのせたほうがいいと思いますけれども。 

○委員長（長谷部 集君） 会派に所属しない議員の内容で、ここに記述すべき内容があるか

どうかというご質問にしたほうが分かりやすいですかね。基本条例にのせるべき、会派に所

属しない議員の内容について、何か皆さんの中でご意見があったら、具体的にお願いをした

いと思います。 

  加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） 以前、傍聴議員の場合、会派に所属していれば質問できるんですけれ

ども、所属していない方は質問権がないという、そういったことを問題にされた方もいるの

で、そういった問題とか、そういったようなものも話し合ったほうがいいんじゃないでしょ

うか。 

○委員長（長谷部 集君） そういうご意見が出ましたけれども、いかがでしょうか。 

  小澤委員。 

○委員（小澤重則君） そのへん条例に関することで、議会基本条例の中で話すことじゃない

と思います。会派に所属していない議員が関連質問できないとかいうことではなく、委員長

が認めればできるわけですから、会則としては。それをここへ、基本条例でもむことじゃな

いと思います。 

○委員長（長谷部 集君） 加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） であれば、そういうことをのせればいいと思います。 

○委員長（長谷部 集君） そういうことというのは。 

○委員（加藤敬徳君） 委員長が認めれば発言できますよということであれば、そういうこと

を… 

○委員長（長谷部 集君） 暫時休憩いたします。 
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休憩 午後 ２時３０分 

 

再開 午後 ２時４３分 

 

○委員長（長谷部 集君） 再開をいたします。 

  何かご意見がありましたらお願いいたします。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 再開なさって、今どこからどうなっているの。スタートのほうをもう

一回… 

○委員長（長谷部 集君） 今、第２章の第６条までのご意見をいただいているところであり

ます。 

  第３条が議会の関係、第４条が議員個人の関係。ここでは先ほど意見を幾つかいただいて

います。 

  確認をさせていただくと、第４条の議員の中には、（１）と（４）を重複している部分が

あるのでまとめ上げて一つにし、新たに（４）として、若尾委員がおっしゃった「議決に関

しての責任」というような文章を新たに追加をし、次回それを皆様にご提示させていただく

と。 

  このあと、第５条議員間討議の関係、第６条会派の関係、何かご意見ありませんかという

ことで、今そこに進んでいるところで、会派の部分で今ちょっと休憩に入ったというところ

です。 

〔「じゃあ、委員長」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） 加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） すみません。ここに第６条という形で出ているので意見を言ったまで

なんですけれども、これは、先ほど議長がおっしゃったように、なくてもいいんじゃないか

という部分であって、例えば会派に関するものは、別にその規定があって、そこで運用され

ているんであればという事であれば、あえて基本条例にのせなくてもいいのではないか。 

  例えば今言ったように、いろんな問題を話し合った上で、決まったものであればここにの

せればいいのでしょうけれども、そうでなくて、また新たにいろんな議論をしなくちゃいけ

ないというんであれば、あえてここで今、のせる必要はないのではないかと、削除していい

んじゃないかと思います。 
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  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 確認をさせていただきます。 

  会派に所属していない議員のことの内容をのせるのであれば、まだ決まっていないのでの

せることができないけれども、今ここに書いてある第６条の２項については、既に決まって

いることですので、会派を結成することができるとか議長に書面で届け出なければいけない

という、その時点で決まっていることをのせることは一応できるので、できるけれどもなく

ても別に問題はないということなので、なくて問題がなければ外したほうがいいというよう

な… 

〔発言する者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） 同じ問題だというふうに捉えられていたといらっしゃるので、こ

れをのせるんだったらあっちものせなきゃいけない、でもそっちがのせられないんだったら

これものせなくていいという、そういうご意見であります。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 会派の件については、甲斐市議会議員提要の中にうたわれていて、議

会運営上の中の基本的な部分だね、会派の結成というのは。だから、それは委員長言われた

ように、今、甲斐市議会としてやっていることをきちっと形にしてつくるということであれ

ば、なくなってもいいという問題じゃなくて、じゃあ、議員提要との整合性をどうするかと

いう、そっちを廃止してこっちにのせるとか、そういう手続もあるわけですよね。だから、

そういうのを考えると、今やっていることについては、ここできちっとやるということで進

めていかないと、ちょっとうまくないかなと。 

○委員長（長谷部 集君） このまま残したほうがいいという、そういう意見で… 

  若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） 私も、会派の条項については残したほうがいいと思います。 

  なぜなら、先ほど滝川委員なんかがおっしゃったように、会派に入っていない人や会派に

入っていない議員の意見をどう取り扱うかという課題もあるんですけれども、それは今後、

いろんなものとの整合性を突き詰めていきながら、基本条例の改定のときに加えるなり修正

するという対応を取っていけばいいと思いますので、取りあえず今現在決まっていること、

現実に運用していることを基本条例にのせるべきだと思います。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか、ご意見いかがでしょうか。 

  小澤委員。 
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○委員（小澤重則君） 私もこれで、のせておいていいと思います。 

  また、そういうことが話し合われて、追加するんであれば追加すればいいということでご

ざいます。 

○委員長（長谷部 集君） 清水副委員長。 

○委員（清水和弘君） 私も、現状のままでよろしいかと思います。 

○委員長（長谷部 集君） このまま、会派という第６条については、のせておいたほうがい

いという方が今のところ多いようでございます。 

  会派に所属していない議員のことをどうするかということは、今ここでは決めることはで

きないので、現在決まっている、会派に結成することができる、あるいは書面で届け出なけ

ればならないという、その２つに関してもう決まっていますので、決まっていることはのせ

たほうがいいんじゃないかという意見が大多数のようでありますので、まずは委員長として

の判断をさせていただくと、今は、この状態で説明させていただきたいと思います。 

  ただ、先ほど言ったように、その問題に関しては、また私が委員長として議長なり議会運

営委員長のほうに、こういう話が出ているので今後の課題にしてくれということは、また話

をさせていただきたいと思いますので。せっかくこの機会があってそういう発言がでていま

すので、そういうふうに捉えさせていただきたいと思います。よろしいでしょうか。 

〔発言する者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） 申し訳ありません。ありがとうございます。 

  そのほかに、何かありましたらお願いしたいと思います。 

〔発言する者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） 第６条までのですね。 

  若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） すみません。ちょっと突発的に、先ほど前文のところでのＳＤＧｓに

関係してなんですけれども、第３条の（議会の活動原則）のところで長谷部委員長もおっし

ゃったように、議会基本条例というのは定期的に見直して、しかるべきところで強化してい

くというふうなものであると私も認識しておりますので、ここに、例えば「議会の在り方を

不断に継続的に追求するとともに、議会改革に継続的に取り組む」というような文言も入れ

れば、持続可能な議会運営というところにもつながるんじゃないのかなと、今、すみません、

下調べなく唐突に思ったので、ちょっと提案させていただきました。 

○委員長（長谷部 集君） 議会改革に今後も努めていくという、そういう意味合いの、それ
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がまた継続的な議会運営につながるのではないかというところで、ご意見を賜りました。 

  それについて、いかがでしょうか。 

〔発言する者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） ちょっと、今のと違う感じですよね。 

  何かご意見ありますか。 

  小澤委員。 

○委員（小澤重則君） 今日決めなくてはいけないことなのでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） そこまで深く考えていなくて申し訳ないんですけれども、前文のとこ

ろで持続可能なという文言、ＳＤＧｓとからめて、確かにそれも今後考えていく考え方の柱

として必要だと感じて、ちょっと、この時間の中で調べてみましたら、議会の基本、活動原

則として議会活動を常に検証していく、たとえ改選が起こって、ここにいる議員でない議員

に替わったとしても、この議会改革の活動は継続されていくんだということを、ちゃんと文

章で示すことができるのがここではないのかなとは思ったので、発言しました。 

○委員長（長谷部 集君） じゃあ、ここで一つだけ皆さんにお聞きしますけれども、今、若

尾委員がおっしゃっている改革の関係のものを第３条（議会活動の原則）、そこに入れたほ

うがいいかなというご意見が今あるわけです。 

  一方、12ページの第９条第25条のところですけれども、議会改革の推進としまして、

「議会は、議会の信頼性を高めるため、改革に積極的に取り組むものとする。２、議会は、

前項の改革に取り組むため、議員で構成する議会改革特別委員会を設置するものとする。」

という部分があるんです。あえて第25条として、一つの条を設けてのせるのか、それか、

第３条の（議会の活動原則）にそれを入れていくのかということ、両方に入れるというのは

ちょっと重複してしまいますので。多分、そこの議論だと思いますけれども。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） いろいろ各章に入れておくと、いろいろ同じような文言があちこち出

てくるんですっきりしないので、後の９章のほうで議案改革ということが出てくるので、そ

ういうことであればその中に落とし込んで、議会改革を一つとして捉えてやっていったほう

が分かりやすいかなと私は思います。 

○委員長（長谷部 集君） 滝川委員。 

○委員（滝川美幸君） 私もたまたま、今日は２章までだったと思うので、そこまでの予習で
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したので、９章までまだ目がいってませんでしたので。 

  この議会改革のところの第９章にあるのであれば、その中にそういう文言を入れたものを

しっかりと入れていけば、そのほうが整合性が図られるかなというような気持ちがしていま

す。 

○委員長（長谷部 集君） 若尾委員が言っている内容で、私の進行で合っていますか。１つ

ずれていますか。 

〔発言する者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） ありがとうございます。冒頭、そのことを念頭に置きながら進め

てくれと言った私の言葉をちゃんと覚えてくれたようであります。ありがとうございます。 

  取りあえず今日のところは、第６条まではこんな形で進めさせていただきました。第２章

までということ。 

  次は第３章からになりますけれども、第３章、第４章と、結構ボリュームが大きいですの

で、第３章もしかして、終わらないかもしれないですけれども、そこまでもまた予習をして

いただいて。また、ほかの市議会なんかも見ていただいて、ここではこういう表現をしてい

るとか、探すといろんな表現がいっぱいありますので、結構参考になることが多いと思いま

すので、お願いをしたいと思います。 

  いかがでしょうか。ここまでで何か、まとめて、ありましたら。大丈夫ですか。 

  加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） ちょっと私のほうで、いろいろ議会改革、分からないので、いろいろ

ほかのところも見させていただいて、ちょっと今日たまたま甲府の事例が出ていまして、紹

介させていただきたいんですけれども。 

  ちょっと文章を。これはホームページで見たんですが、「委員会の運営にあたり最も留意

した点は、「条例制定過程がまさしく議会基本条例の在り方そのものになる」という思いか

ら、一方通行のやり取りではなく、委員間で意見交換を交わし、討議を行えるよう、基本形

式としてワークショップ形式を取り入れたことにあります。甲府市議会基本条例（案）第４

条で「議員間の自由な討議の原則」を規定しておりますが、委員会の運営は、まさにこの考

え方を体現する形で行いました。委員会での検討は、「私たちの甲府市議会について改めて

考える」ことから丁寧に検討し、議会が市民とともに歩むためにはどうしたらいいか、二元

代表制の下、市長等との善政競争の在り方はどうあるべきか、議会の機能強化をどうしてい

くかなど、他都市の真似ではない「私たち独自の議会基本条例」をつくり上げてまいりまし



－28－ 

た。」という文章がありまして、確かに甲斐市もそういった考えの基に話を進めていったほ

うがいいのかなと思いまして、紹介させてもらいました。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） ありがとうございます。 

  この委員会を設立して、一番最初に基本条例のことを取り上げようとしたときに、この委

員会の進め方で皆さんにお諮りをしましたときに、その話を私させていただきましたけれど

も、お隣甲府では、よそを一切参考にすることなく、と言っても見ているんですけれども、

参考にすることなく自分たちのゼロからの出発でつくった議会もあります。片や、いろんな

先進の事例を比較しながらいいところを取り入れて、要らないところを外しながら進めてい

く議会が大半です。どちらのやり方にしましょうかということをお諮りさせていただいたと

きに、ゼロからじゃちょっと難しいから、ほかのところを参考にしながら、比較しながらや

ろうということで進めておりますので。 

  やり方については、加藤委員のご理解もいただいているものと思いますけれども、ただ、

基本的な考え方というのは、やり方は関係なく思いは同じだと思いますので、皆さんのその

思いを変わらずに持っていただいて、今後も進めていただければと思います。ありがとうご

ざいます。 

  そのほか何か、その他に入りますね。何かありましたら、その他でもお願いをしたいと思

います。 

  小澤委員。 

○委員（小澤重則君） 甲斐市でも、７年ぐらい前、自治基本条例をつくったと思います。そ

の中に議会という文言があると思うんですが、自分が調べてこなければまずいんですが、そ

ういったことで整合性、議会基本条例と自治基本条例の整合性が取れないとまずいので、議

会条項に関する資料をちょっと事務局でそろえていただければありがたいと思います。 

○委員長（長谷部 集君） ありがとうございます。 

  今、小澤委員の発言が分からない方がいると思いますので、ちょっとだけ補足させていた

だくと、何年か前に、私が確か議会改革の、そのときも改革の委員長をさせていただいてい

るときに、市当局で自治基本条例をつくりますと。その中に議会という条項がありまして、

確かに２条、２つくらいあったんですね、２行ぐらい。そこを議会でつくってくれと言われ

て、議会でつくったんですけれども、本当に２行ぐらいなんですけれども、そういうものが

ありますので、小澤委員が言ったもの、また次回の会議に自治基本条例にはこういうものが
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のっていますとご提示しますので、また参考にしていただきたいと思いますので。ありがと

うございました。 

  そのほか、その他、何かありますか。 

  だいじょうぶですか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） ありがとうございます。 

  事務局、その他何かありますか。 

○委員長（長谷部 集君） 森田係長。 

○書記（森田 公君） すみません。事務局から、繰り返すようで大変申し訳ありません、今

日の部分だけ、直すところだけ確認をさせていただきたいと思いますので、よろしくお願い

します。 

  総則、目次、附則につきましては、第４行目、「市長と」から始まりまして、「目指さな

ければならない。」の部分をもう少し細かくということで、内容を次回までに変更して出さ

せていただきたいと思います。 

  あわせまして、最終行に「ここに」という文字を入れて、「ここに甲斐市議会基本条例を

制定する。」という文章に変更をさせていただきたいと思います。 

  第１章１条につきましては変更なし、第１章２条につきましても変更なし、第２章の第３

条につきましても変更なく、第４条につきましては、（１）と（４）をできるだけまとめた

上に議決という部分を追加するということで、４条または第５条という形で追加をしたもの

を次回提出させていただきたいと思います。 

  第５条につきましても特に変更なく、第６条（会派）につきましても、今のところである

ということで、特に内容についての変更点はないということで、次回提出のほうをさせてい

ただきたいと思います。よろしいでしょうか。 

  それと併せまして、次回の日程の確認をさせていただきたいと思います。 

  毎月実質開催するということで、９月は定例会の時期に重なってしまいますので、日程と

しましては、９月19日火曜日、決算審査特別委員会の正副委員長の互選の案件しか、この

日は本会議ございませんので、多分30分ないし１時間かからずに本会議のほうが終了する

予定となりますので、その後に、午前中時間をいただきまして、先ほど委員長もおっしゃら

れました第３章以下の内容につきまして、ご審議のほうをいただければと思います。 

  なお、また通知のほうにつきましては、こちらのほうで準備でき次第、委員さんに配付さ
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せていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

  以上でございます。 

○委員長（長谷部 集君） ありがとうございました。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 確認だけれども、９月19日本会議終了後。じゃあ、時間は設定でき

ないということだね。午前中… 

○書記（森田 公君） 午前中やりたいと。 

○委員（内藤久歳君） やりたい。それで時間、足りる。 

○委員長（長谷部 集君） ちょっと準備かかってしまうかもしれないですけれども… 

○委員（内藤久歳君） 終了後。本会議終了後ね。はい、了解。 

○委員長（長谷部 集君） 一応お諮りしますね。 

  10時から本会議が始まって、恐らく１時間ほどで終わるそうなんですよ。そうすると11

時ぐらいからこれ、始められます。 

  ただ、今、言ったように、お昼にかかってしまうことが十分考えられますので、それであ

れば一回帰って、１時半からもう一回再集もありますけれども。続けるでいいですか。 

○委員（内藤久歳君） 終了後で。 

○委員長（長谷部 集君） 終了後で、はい。 

○委員（内藤久歳君） 時間延長してもしようがない。事務局大変だけれども。 

○委員長（長谷部 集君） じゃあ、すみません。ご苦労かけますけれども、そのようにお願

いをいたします。 

  そのほか、よろしいですか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） なければその他を終了します。 

  以上をもちまして本日の日程は全て終了をいたしました。 

  これをもちまして議会改革特別委員会を閉会といたします。 

  ご苦労さまでした。 

 

閉会 午後 ３時０３分 


